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メタロプロテイナーゼ/ホスホリパーゼが IgG4関連疾患の病態形成に果たす役割を解明する

研究 

 

1、研究の目的と意義 

IgG4 関連疾患（IgG4-related disease）は病変部で IgG4 陽性形質細胞の浸潤や線維化を認

め、血清 IgG4高値を特徴とする、多彩な部位で様々な症状を呈する疾患です。免疫細胞の活

性化や臓器に生じる線維化は細胞表面や細胞外に発現しているメタロプロテイナーゼがシグナ

ル伝達物資や細胞受容体を構成している蛋白質を分解し、その環境を変化させることで生じる

ことが報告されています。また同様にホスホリパーゼは免疫細胞表面に発現している糖鎖の切

断・遊離に関与しその機能を変化させることが報告されています。本研究は IgG4関連疾患に

おいてメタロプロテイナーゼ/ホスホリパーゼが免疫細胞周囲環境の分子を切断することで担う

免疫細胞異常や臓器線維化への役割を解明することを目的としています。IgG4 関連疾患患者

さんの血液、標的組織中のメタロプロテイナーゼ/ホスポリパーゼ及びその基質（メタロプロテ

イナーゼ/ホスポリパーゼによって分解される分子）の発現を行いこれらの機能を明らかにする

ことで IgG4 関連疾患の新規治療のターゲット発見の糸口になるのではないかと考えられま

す。 

  

2、対象となる方 

以下の条件（基準）を満たす方が対象になります。IgG4関連疾患患者①・健常人①②の方は

直接文書による同意取得を行いますが、IgG4 関連疾患患者②・健常人③の方は直接同意を取

得する事が困難であり、これらの人を対象として本情報公開文書を作成しております。 

 

IgG4 関連疾患患者① 

1. 2021 年 11 月 1 日～2029 年 12 月 1 日までに長崎大学病院で IgG4 関連疾患包括診断

基準により新規に IgG4関連疾患と診断された患者さん 

2.18 歳以上の患者さん 

3.本研究への参加にあたり十分な説明を受けた後、十分な理解の上、研究対象者本人(または代

諾者)の自由意思による文書同意が得られた者 

 

IgG4 関連疾患患者② 

1.2010 年 1 月 1 日～2022 年 10 月 31 日までに長崎大学病院で IgG4 関連疾患包括診断

基準により IgG4 関連疾患と診断された患者さん 

2.長崎大学病院に残余検体（組織、血液）が保管されている患者さん 

3.既存情報と残余検体の情報が突合できる患者さん 

4.18 歳以上の患者さん 



 

 

 

 

健常人① 

【選択基準】 

1.研究機関長の許可日～2029 年 12 月 1 日までに長崎大学大学院医歯薬学総合研究科総合診

療科学分野が実施する五島市・佐々町の地域住民検診において検診を受けた方 

2.18 歳以上の方 

3. 本研究への参加にあたり十分な説明を受けた後、十分な理解の上、研究対象者本人の自由意

思による文書同意が得られた方 

 

健常人② 

【選択基準】 

1.長崎大学病院職員 

2.18 歳以上の方 

3. 2010 年 1 月 1日〜2029 年 12 月 1 日までに本研究への参加にあたり十分な説明を受け

た後、十分な理解の上、研究対象者本人の自由意思による文書同意が得られた方 

 

健常人③ 

【選択基準】 

1. 2010 年 1 月 1 日～2022 年 10 月 31 日までに長崎大学病院に残余検体（血液）が保管

されている方 

2.既存情報と残余検体の情報が突合できる方 

3.18 歳以上の方 

 

3、研究の方法 

 この研究では、IgG4関連疾患患者さん②、健常人③の方に関しては既に採取して、長崎大学

病院に保管してある血液・尿の残りを使用します。その検体を用いてプロテイナーゼの測定と

その解析を行います。診療で臓の組織を検査する必要があった場合のみ、その残余検体を用い

て解析を行います。患者さんに関しては通常の診療で得られた情報や検査結果などを使用しま

す。健常人の方に関しては年齢・性別の情報を収集させていただきます。これらの試料を用い

て下記 4 に記載されている項目に関して IgG4関連疾患患者さんと健常人の方の間での比較を

行います。 

  

4、研究に用いる試料・情報 

試料として長崎大学病院に保管している血液、組織（生検を行った人の場合）を使用します。 

 

IgG4 関連疾患の方 

・患者情報調査・血液学的検査・血液生化学検査の情報を電子カルテより収集します。 



 

 

 

1.患者情報調査：性別、発症年齢(歳)、同意取得時年齢(歳)、IgG4 関連疾患罹病期間(年)、罹患

臓器の部位、IgG4関連疾患 Responder Index、プレドニン量(mg/day)、ステロイドパルス、

ミコフェノール酸モフェチル(MMF)、アザチオプリン、メトトレキサートの併用の有無 

2. 血液学的検査：白血球数、リンパ球数、好酸球数、ヘモグロビン、血小板数 

3. 血液・尿・免疫生化学検査： 

総タンパク、血清アルブミン、尿蛋白、尿潜血、円柱、尿素窒素、血清クレアチニン、eGFR、

抗核抗体(倍)、IgG4(mg/dl)、IgG(mg/dl)、IgA(mg/dl)、IgM(mg/dl)、IgE (IU/ml)、CH50(U/ml)、

C3(mg/dl)、C4(mg/dl)、尿蛋白/尿クレアチニン比(g/gCr)、可溶性 IL-2R(U/ml) 

・プロテイナーゼ/ホスポリパーゼ・基質発現解析/細胞機能解析：IgG4関連疾患患者①の場合

は通常診療の採血時に行う追加採血(10 ml)や残余組織を、IgG4 関連疾患患者②の場合は残余

血液・標的組織を、フローサイトメトリーや ELISA、ウエスタンプロット、qPCR、蛋白質量解

析、免疫染色で解析します。 

 

健常人の方 

・情報：年齢・性別 

・プロテイナーゼ/ホスポリパーゼ・基質発現解析/細胞機能解析：血液検体をフローサイトメ

トリーや ELISA、ウエスタンプロット、qPCR、蛋白質量解析、免疫染色で解析します。 

 

本研究で利用する情報について詳しい内容をお知りになりたい方は下記の「お問い合わせ先」

までご連絡ください。  

 

5、研究期間 

研究機関長の許可日～2030 年 12 月 31 日 

 

6、外部への試料・情報の提供 

該当なし 

 

7、研究実施体制 

この研究は長崎大学病院リウマチ・膠原病内科、長崎大学大学院医歯薬学総合研究科総合診療

科学分野、長崎件五島市、長崎県佐々町で行います。 

≪研究責任者≫ 

長崎大学病院 リウマチ・膠原病内科 研究責任者名 梅田雅孝 

≪地域住民検診コホートへの参加機関≫ 

長崎県五島市、長崎県佐々町 

 

8.お問い合わせ先 

長崎大学病院 リウマチ・膠原病内科 梅田 雅孝 



 

 

 

〒852－8501 長崎市坂本 1 丁目 7 番 1号 

電話：095（819）7262 FAX 095（849）7262 

 

【ご意見、苦情に関する相談窓口】（臨床研究・診療内容に関するものは除く） 

苦情相談窓口：医療安全課 095（819）7616 

受付時間  ：月～金   9：00～17：00（祝・祭日を除く） 


